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よって異なるものの，直接検波方式と比べ同じ NEA を得るのにおB から llbB 程度有利になることを明らかにした。
第6章では，結論として，本研究で得られた成果を総括して述べた。
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論文審査の結果の要旨
本論文は通常の光ファイパ通信システムとは異なり，太陽等の強烈な背景光が存在する宇宙環境下で、の遠距離無中
継伝送が必要とされる衛星間光通信システムを対象とした新しい光通信方式の開発を目指して行われた研究の内容を
まとめたものであり，以下のような成果をあげているO
(1) 強度変調/直接検波方式による高出力半導体レーザの高速変復調特性を確認し，回線設計の基本を明らかにし
ている。
(2) 背景光を低減するためのエタロン光フィルタを提案し，半導体レーザが縦多モードで発振している場合でも適
用可能であることを明らかにしている。
(3) コヒーレント光検波方式を用いた場合のアンテナ指向誤差とパースト誤り率の関係を示す一般式を導出し，送
受信システム設計の指針を明らかにしている。
(4) 光ヘテロダイン検波方式による空間追尾システムの特性を，半導体レーザ位相雑音の影響も含めて解析的に明
らかにし，直接検波方式による場合に比べての有利性を明らかにしている。
以上のように本論文は，宇宙環境下における衛星間光通信システム構築を目指したシステム設計に関する多くの有
用な知見を与えており，通信工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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